
今後の日程 
３月２０日（土）「沖縄から米軍基地を無くそう！戦争をやめろ！アフガニスタン・

イラク・パレスチナに平和を！」ワールド・ピース・ナウ街宣行動 １条買物公園 
３月２３日（火）～ 市労連役員選挙投票  ３０日まで 
４月７日（水） 新規採用職員歓迎会  トーヨーホテル 
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派遣役職 氏 名 職 場 市職労・現評での役職 選出区分 
執行委員長 小田桐 仁史 保護第１課 市職労執行委員長 市職労 
副執行委員長 片桐 敏雅 清掃事業所 市職労特別執行委員 現評 
書記長 大竹 清司 清掃事業所 市職労副執行委員長 市職労 
執行委員 森川 裕美 介護高齢課 市職労書記長 市職労 
執行委員 桑原 英明 管財課 現業評議会事務局長 現評 
監査委員 南本 誠 清掃事業所 市職労書記次長 市職労 
監査委員 小川 毅 清掃事業所 現業評議会事務局次長 現評 
※監査委員として派遣する小川さんについて、中央委員会時点では確認できませんでしたが、その後の

諸情勢のなかで派遣することとなり、市職労・現評四役会議のなかで決定してきています。手続きに不

備が生じましたことについて、お詫び申し上げます。 

《２０１０・２０１１年度市労連派遣役員》 

第 4 回中央委員会を開催 
 3 月１６日に市職労第 4 回を開催しました。 
【経過報告】 
①こども通園センターの移転に伴う説明について 
 現在第２庁舎の 5 階にあるこども通園センター「ひま

わり」を２０１１年４月から移転する考えが示されまし

た。予定されている移転先は道北病院看護学校の跡地で

す。移転の理由としては、現在よりスペースが拡充され

ることにより待機園児の解消がされること、病院と連携

した療育がされること、特別支援教育センターで実施さ

れている個別療育も併せて移転することで一体となっ

た療育を行っていくというものです。市職労としては、

移転による市民サービスの低下につながらないよう配

慮すること、定員増による保育士等の人員をしっかりと

配置することなどについて求めていますが、具体的な状

況が明らかになり次第随時事務折衝や情報交換を行っ

ていきます。 
②市職労組織強化委員会について 
 ２０１０年度組織強化委員会を開催し、役員体制と今

年度の課題について確認してきました。 
＜２０１０年度の重点課題＞ 
・非組合員の組合加入対策 
・臨時・嘱託職員の組織化について 
・青年女性部の「青年部」「女性部」への分離、独立 
・分会交付金の見直し 
これらの諸課題について、今後も組織強化委員会や執行

委員会で議論をすすめ、強靭な組織づくりのために取り

組みをすすめていきます。 
【協議事項】 
①２０１０春闘について 
 ２０１０春闘については年間闘争サイクルのスター

トとして当局に課題を認識させることはできたと考え

ます。今後はあらゆる闘争につなげていくことが必要で

す。具体的な前進回答は少ないものの、市職労としての

戦術（組合旗掲揚、ステッカー）については解除してい

きます。なお、教宣・学習については３月２４日の中央

山場まで継続し、今後の人事院勧告期・確定闘争に向け、

意識を高めていきます。 
②市労連への役員派遣について 
 ２年任期の市労連役員が

今年の３月末で任期満了す

ることに伴い、役員選挙が

実施されます。市職労・現

業評議会として、次のとお

り新体制へ役員を派遣して

いきます。 
 
 
 
 
 

③書記の採用について 
 高木書記の退職に伴い、４月１日から新たな書記を採

用し、書記局体制の強化を図ります。 
 佐藤 康平さん 
なお、書記局内の任務分担は次のとおりです。 
総務（台帳管理等）、灯油共同購入  飛田書記 
財政（会計処理）          川野書記 
共済（団生、火災、自動車）     佐藤書記 
 
参加中央委員からの意見・質疑（◎）、執行部答弁（◆）

は次のとおりです。 
◎ステッカー闘争、時間がないなかであったが、分会を

もっと活用してほしい。民間相場の引き上げが大事。た



たかう雰囲気づくりに欠けていた。オルグの手法として、

街宣車等を活用し、盛り上げていくことが必要で、残念

である。 
◆ステッカー闘争について、全体で取り組むべきであっ

たが、時間がないことを理由に執行部中心となったこと

についてはお詫びしたい。春闘は、民間の引き上げが人

事院勧告へ繋がることから、私たちも取り組みをしてき

ているが、一方で年間闘争のスタートとしても位置づけ

ている。流れとして、労働基本権の回復に向かっている

なかで改めて気を引き締めなくてはならない。オルグに

ついては、年々勤務時間内の職場オルグが厳しくなって

いるが、工夫しながらいち早く組合員に情報周知をして

いけるよう検討していきたい。 
◎臨時・嘱託職員について、無給の休暇制度では欠勤と

なんら変わりない。事務的に細かい部分をきちんと協議

してほしい。また、組合も教宣紙などの文書をキメ細や

かな運動をし、伝わりやすくしてほしい。 
◆臨時・嘱託職員の休暇制度については、無給というと

ころにとどまっている。課題として認識し、これからも

取り組みを進めていく。組織強化委員会でも課題として

あがっているが、臨時・嘱託職員の組織化をすすめ、現

場の声をあげていくことが必要である。現場の声がない

と、課題がなかなか見い出せないので、何かあったら周

りの役員や書記局に連絡を。キメ細かな運動については

心がけているところであるが、引き続きわかりやすい運

動、丁寧な運動をしていく。 
更に議長からも「分会をしっかりと動かすことが市職

労の強化にもつながるので、分会の活性化のためにも運

動へ巻き込んでいくことが重要である」と補足があり、

小田桐委員長の団結ガンバローで終了してきました。 
また、市労連の役員体制については、４月から専従役

員が配置されない予定ですが、運動の低下にならないよ

う、市職労としてもわかりやすい運動、素早い対応に努

めていきます。 
 

１０春闘勝利！ 
市職労紙面学習会～Part３ 

今回は「公務員労働者の賃金決定と春闘」について

です。３月１７日の集中回答日に大手企業の春闘回答

が大きく報道されました。今年の春闘は連合の方針も

あって大手企業ではベア（ベースアップ）をせずに、

定期昇給維持を要求してきました。回答では定期昇給

については実施されるところは多いものの、一時金に

ついては要求の満額回答とはならないところが多い

というものです。この「春闘」が国民の関心ごとであ

るという点については Part１でお知らせしたとおり

で、今もなお、回答が大きなニュースとしてとりあげ

られています。しかし、春闘は民間大手の結果ばかり

で自分達には関係ないのではないか、なぜ私たちが春

闘に関心を持ち、結集して闘わなくてはならないので

しょうか。 

 

 私たちの賃金は８月に人事院が国家公務員の賃金

について勧告をする「人事院勧告」が大きく影響しま

す。人事院勧告は国家公務員が対象であり、私たち地

方公務員に対して勧告されたものではない…だから

関係ないのではないかと思われる方も居ると思いま

す。ですが、地方公務員法第２４条第３項で「職員の

給与は、生計費並びに国及び他の地方公共団体の職員

並びに民間事業の従事者の給与その他の事情を考慮

して定められなければならない。」としています。人

事院勧告自体が「民間事業の従事者の給与」の調査（比

較対象企業規模５０人）が反映したものとなりますの

で、民間事業の従事者≒人事院勧告≒国の職員となり

ます。その上で毎年秋に行われる賃金確定交渉で私た

ちの賃金の決定をしてきます。そのため、秋の賃金確

定交渉が最も重要な取り組みとなるのは言うまでも

ありませんが、交渉でどれほど頑張っても、ベースと

なる人事院勧告が上がらなければ賃上げが難しい状

況となります。 

民間賃金が上がる→人事院勧告に反映される→私た

ちの賃金も上がることとなり、年間闘争のスタートとし

て、春闘にしっかりと取り組みをし、民間相場の引き上

げをすることが必要なのです。 

 

 さらに、現在公務員制度改革のなかで人事院の廃止が

議論され、２年後の２０１２年には勧告自体がなくなる

予定です。これからは単組（個々の労働組合）で組織力

や交渉力を高めていかなくてはなりません。そのため、

今年の春闘は「制度政策要求中心」から「要求→交渉→

妥結」と位置づけしなおされました。 

 

ここからスタートとなります。「仕方ない」「やって

も無駄」と諦めていては何も変わりません。市職労と

しての春闘は一旦終息しますし、大手企業の春闘も山

場を迎えます。これから引き続き中小企業、地場企業

の春闘が始まります。地場民間企業の春闘を支援し、

全体の労働者の底上げを図っていきます。 

富良野・名寄・士別で各級選挙がありま
す！自治労上川地本で推薦決定！ 
 富良野・名寄で市長選挙が、士別では市議会議員選挙

がそれぞれ行われます。秋には旭川市長選もあり、前哨

戦だ…という声もありますが、各都市に私たちへの理解

のある首長や議員を誕生させることで、働く者がイキイ

キとできる行政、安心して暮らせる街づくりをしていく

輪を広げていかなくてはなりません。それぞれの市に知

友人の方がいらっしゃいましたら書記局へご一報くだ

さい。 

 富良野   佐々木 雅夫 氏 

  （４月１１日告示、１８日投開票） 

 名 寄   高見 勉 氏 

  （４月１１日告示、１８日投開票） 

 士 別  出合 孝司 氏、松ヶ平 哲幸 氏 

  （４月４日告示、１１日投開票） 


